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いしずえ通信第68 号(2023.9.18)別添  

 
故田村昌仁博士を偲ぶ（その１「地盤補強」について） 

                （一社）基礎構造研究会代表理事 杉村義広 
 
 今年は関東大震災から 100 年目で建築学会大会でもいくつかの PD などが催されるために、

それを目的に久しぶりに参加することにした。それとは別に小規模建築物に関して基礎の PD
〔合理的な小規模建築物基礎の設計とは−小規模建築物基礎設計指針の改定に向けて−、以下「小規模指針」と略記

する〕もオンラインで行われると知ったのでそれも聞くことにした。その時にいくつかの問題点

が出て来て、故田村昌仁博士〔以下親しみを込めて田村さんと呼ぶが、ほかの方も名前が出て来る場合は「さ

ん」付けで記述する〕がここにいたら上手に交通整理をしてくれただろうに残念な気持ちになった

ので、それらを順に書き留めておきたい。 
 ディスカッションで久世さん〔ベターリビング〕の以下のような主旨の質問があった。“建築基

準法には”地盤補強“という言葉はないので、確認申請時に建築主事が理解出来なくて混乱す

る心配があるのではないか？”。その答えが、かなり長い時間を使った割には中味が明確に伝わ

らないものであったために業を煮やしたのか、二木さん〔ベターリビング〕が“言葉は正確に使っ

て貰いたい”と言い出したのである。その主旨は、たとえ杭頭を呑み込ませなくても杭を用い

た場合は地盤を補強していると言えるのかという点にある〔言外に“ジオテキスタイルとか、深層混合

処理の改良体までは地盤改良による地盤補強と言えそうであるが、杭はあくまで構造材であるので地盤補強という

言葉は相応しくない”の主張をされているように思われた〕。ただ、話しぶりが強圧的であったので“企業

の人ならまだしも学校の先生なら学術的に正しく言って貰いたい”といった議論が別の方向に

なってしまった感がある。筆者は“二木さんの方が正論であるが、言い方がきつ過ぎて説得力

上損をしているのではないか”と思いながら聴いていたのである〔元同僚であったので二木さんの性

格はよく知っているつもりである〕。結局、議論は中途半端で終わってしまったが、用語については小

委員会で引き続き検討するという雰囲気になったことで、二木さんの指摘はその切っ掛けを作

ったと評価しておきたい。 
 ちなみに地盤工学会の「地盤工学用語辞典」ではどうなっているか、第２刷版（2014）で調

べてみると「地盤改良（GROUND IMPROVEMENT）の章に地盤補強工法（Basal 
reinforcement）の見出し語があり、解説に「補強材を軟弱地盤の表面や盛土の底部に敷設して、

地盤が必要とする強度の不足を補う工法を地盤補強工法という」と説明されている。以下工法

の中味として４グループが紹介されているが、本文最後に注１として全文を示す。これによる

と、全体的に土木の分野を対象として書かれているのが特徴であり、建築の分野にも適用出来

るものを探し出すと、下線を引いた３番目の“適切な深さに設置した杭（木、コンクリート、

鋼）”と、４番目の“深層混合処理工法による地盤改良の不同沈下の抑制”などが該当すると思

われた〔また、２番目のジオテキスタイルなどは擁壁の場合に適用出来そうである〕。ただ、３番目の杭につ

いては少し問題がある。なぜなら、杭は地盤と複合して支持基盤となってはいるが、地盤補強”
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と言えるのかどうか、もう少し深い考察が必要である。”地盤と杭の複合支持基盤”とはいうも

のの支持の主体は杭、すなわち構造材となるのが実状であり、もはや“地盤”が支持している

とは言えない点が問題である。したがって、杭を用いることが“地盤補強”であるとするのは

拙速な印象となる。そう考えた時に、田村さんが生きていればこのあたりは適切に交通整理し

てくれていたのではないかとの想念が浮かんで残念でならなかったのである〔“ジオテキスタイル

はまさに地盤補強であり、深層混合処理工法の改良体も杭に似た様相を示すものの実際には原地盤を強化した地盤

材料なので「地盤補強」の用語は馴染む。しかし杭の場合は構造材であって地盤ではないので「地盤補強」と表現す

るには無理がある”が筆者の感想であった〕。そこで田村さんに成り代わって筆者なりに考えてみたの

である。 
 その結果、杭を用いるケースは地盤補強に分類するのではなく、特殊な場合として扱うのが

適切であるとの結論に達した。例えば「構造材併用地盤」〔あるいは杭を直接に出して「杭併用地盤」

でもよいが〕との用語を当てて地盤と構造材による支持基盤を構成すると考えるのである〔他によ

い言葉があれば当然変えてもよいが…〕。構造材は杭を指しているが、将来的には杭以外の支持形式が

提案されることもあろうことを考慮して敢えて一般的な言葉としている。この提案は以下の考

察に基づいている。 

 １）小規模建築物建築では直接基礎として設計することを基本としているが、その原則は守

る。すなわち、杭を併用する場合でも杭頭を基礎から切り離すことで杭基礎ではないと考える

〔主旨説明では､杭頭を基礎に埋め込む場合は“杭基礎”として基礎指針（建築学会「建築基礎構造設計指針」に従

うことにし、小規模建築では扱わないと明言されていた。その考え方を尊重するということである）。 
 ２）以上の点については旧建設省の「地震力に対する建築物の基礎の設計指針」（1984）の

作成の際に“杭頭は結合か接合か”について議論したことが思い出される。当時杭の水平抵抗

に関する研究は土木道路橋の方が先行しており、解析では橋桁の落下を防ぐために杭頭は固定

とするのが当然とされていたので“杭頭結合”という言葉が普通に使われていた。しかし、そ

れに従っていると建築では伝統的に杭には載せるだけという工法もあるので、“杭頭結合”と言

い切る訳にはいかない。結合だけではなく、単に載せるだけを含めたもっと広い言い方はない

かと探すのに苦労したわけである。悩んでかなり時間をかけた頃に、鉄骨造では“柱梁接合部”

と呼んでいることに気がついて杭の場合も“接合”ではどうだろうかと考えたのである。最初

は何かしっくりこないかとの印象もあったのではあるが、繰り返しているうちに次第に馴染み

深くなって来て、今では普通に“杭頭接合部”と広く言われるようになっているので、内心で

はよかったと安心しているのである。 
 ３）“杭頭接合”の言い方が普通に使われるようになったのは、基礎指針と小規模指針の関係

もすっきりとしたものにさせることに繋がっている。小規模指針では、杭頭を基礎スラブ〔“パ

イルキャップ”は言外に“結合”を想像させるので、ここでは使用しないとともに、基礎梁や床スラブの下に杭を配

置する場合もあることを想定してこの用語を用いる〕に呑み込ませないことで“杭基礎”ではなく、支持

材として地盤に支援する役目を果たすことを明記しているからである。すなわち、鉛直力に対

しては効き目を発揮するが、水平力に対しては無縁であるとしているのである。地震時には杭

頭自由の条件となるので水平抵抗の解析は必要なし〔したがって曲げモーメントなどの検討はしないで
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よし〕で、引抜きの検討も必要なく、押込み時の軸力に対してのみ検討することでよい。「杭基

礎ではない」との表現は直接基礎として扱うとの宣言であり、それを受け入れる。 
 ４）以上、「地盤補強」は拙速な印象が拭えいないので、「杭併用地盤」あるいはより一般的

な「構造材併用地盤」を用いてはどうであろうかが筆者の提案である。小規模指針の内容その

ものは尊重しておきたい 
注１〉地盤補強の解説文の続きは以下の通りである。”1）施工機械のトラフィカビリティ確保を目的に軟弱地盤の表

層にジオテキスタイルなどを敷設し、良質土覆土する敷設材工法、2）軟弱地盤上の盛土の安定と不同沈下の抑制な

どを目的として地盤の表層あるいは盛土の下層部にジオテキスタイルなどを敷設して地盤を通るすべり破壊に対し

て盛土の安定を確保する工法や地盤の表層部にジオテキスタイルなどで格子枠を組み、その中に中詰め材料を入れ

て地盤を補強するマットレス工法（basal mattress）、3）適切な深さに設置した杭（木、コンクリート、鋼など）な

どの上部に金網などを敷設して杭頭同士を連結し、盛土を行うパイルネット工法（pile-net）、４）低改良率の深層混

合処理工法による地盤改良の不同沈下の抑制と残留沈下量の低減を目的としてジオテキスタイルを採用する工法な

どがある。” 
 
 
  
 
  
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


